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◆特集 北海道教育大学・小樽商科大学の２次試験◆特集 北海道教育大学・小樽商科大学の２次試験◆特集 北海道教育大学・小樽商科大学の２次試験◆特集 北海道教育大学・小樽商科大学の２次試験

３年生の皆さんは国公立大学の２次試験や私立大学の一般受験に向けて頑張っていること
と思います。また、この土日の三者懇談において実際にどこに出願するか、覚悟を決め、集
中力を高めていることでしょう。
さて、今回は北海道教育大学と小樽商科大学の２次試験についてです。教育大の２次試験

は２年前から小論文から個別試験に切り替わりました。２校とも北海道出身者の占有率がか
なり高い学校です。代々木ゼミナールではこの２校を受験した現役生や浪人生に再現答案を
提供してもらい、それに基づいて対策を考えています。もちろん湖陵生にも協力してもらっ
ています（今回受験する予定の生徒は協力してください！）が、この代ゼミ主催の分析会に
参加していただいた先生にレポートしてもらいます。数学は加藤龍一郎先生、国語は西原先
生です。

小樽商科大学小樽商科大学小樽商科大学小樽商科大学

樽商の最大の特徴は
この推薦制度です。セ
ンター試験を受験した
後に出願するシスステ
ムです。
詳しくは自分で調べた
り、担任の先生、進路
の先生に聞いてくださ
い。 一連の資料はしっかりと分析して下さい。自分のセンター試験の点数は既に出ています。

２次試験で何点取ると合格できるかが分かります。赤本で過去問題を解いて自己採点すると
大体自分の合否が予測することができるはずです。もちろん過去のデ－タに基づいての予測
ですのでイコールではありませんが、こうした資料で出願を考えるのも受験生にとっては受
験テクニックの一つといえます。

国語（１００分）
問一・問三 → 現代文（５５点×２）
評論が出題される。年度によっては一題が随想の時もある。人文・社会系の文章が基本
である。接続詞、四字熟語、ことわざ、対義語など語句の出題も多い。
問二 → 古文（４５点）
古文常識・語句の読み・文学史の出題が非常に多い。対策が必要。
文章の逐語訳ができることが重要。「さ・かく」といった指示語や「をにがどば」など
の助詞の正しい理解が明確な答案につながる。



問四 → 漢文（４５点）
読み書き、返り点・書き下し文、現代語訳、内容説明など基本的な出題。

数学
小樽商科大学の個別試験・数学はとても解きやすい。教科書の例題を押さえれば十分に対

応できます。2017年 2月の試験で 200点満点を取った生徒がいました。
小樽商大の個別試験は国・数・英の各 200 点でそのうち最も低い点数の教科を 100 点満点

に換算し合計 500 点満点とする。現状として、英語はほとんど差が付かない。それに対して
国・数は差が付く。よって、国語＋数学＞ 200 点（400 点満点）となれば合格圏内に入って
きます。
小樽商大を受験する生徒は数学が苦手な生徒が多い。だから採点は甘めになります。しか

し、書いていない答案は甘くしようがありません。穴埋め問題も出題されますが、マーク式
のように完全解答ではありません。提出する下の記述欄のすべてが評価対象となるので、し
っかりと書きたい。特に書きたいのは「図形」，「グラフ」です。受験生は図形を書きたがら
ない。特に難問であればあるほど図形だけでも大きな部分点になるのに、もったいない！

○図形を書け 記述欄のすべてが採点対象となる。特に「図形」をしっかりと書きたい
○解きやすい問題 数学が得意な生徒は 200点満点を狙える試験。教科書の例題を確実
に押さえれば高得点が狙える。

○出題分野はまんべんなく 難易度は高くない代わりに、出題範囲は多岐に渡る。苦手
分野から逃げない姿勢が大切。

北海道教育大学北海道教育大学北海道教育大学北海道教育大学

国語（９０分）

・大問が一題の中に設問が十題で２００点満点。現代文１５０点（小論的問題５０点、文学史
２０点、一般的な問題８０点の目安で出題されている。）残りの５０点が文中の和歌や漢詩、俳
句にからんだ設問になっている。３００字程度の小論文の練習が必要。文学史は、一問一答形
式ではなく流れを文章で説明できる力が必要。

数学
２年前から始まった北海道教育大学の個別試験・数学。過去問題からこれからの対策を考

えるには資料不足ですが、その２回の問題をみるとかなり難しい。北海道大学と同じくらい
の難易度といってよいです。ただし、受験する層は比較的数学を苦手とする生徒が多いとい

うのが現状。200 点満点中 100 点取れれば合格圏内に入ります。 の小問集合は受験者のほ

とんどが完答しています。よって 以降の大問が合否を決めるといってよいでしょう。

北海道教育大学は「証明問題を出題する!」と宣言しています。特に数学ⅡＢの公式・定理
の証明をできるようにしておきたい。センター試験後に教科書のすべての公式・定理を証明
できるようにすること。出題されるとわかっているのに、それすらやっていない受験生がい
ました。もったいない!
中堅国公立大学の受験生は「指数・対数」を苦手とする生徒が多い。特に log の計算がス

ラスラできない。この範囲は練習量で伸ばせます。ここを強化すれば最後まで解ける問題が
目立ちます。
難しい問題でも白紙答案は避けたいものです。白紙答案は合格の意思なしとみなされます。

例えば「加法定理 cos(α+β)=cosα cosβ-sinα sinβを用いて」と書いてあるだけで、部分
点はあります。

○公式類の証明 特に数学Ⅱ Bの公式を証明できるように。
（数学Ⅱ「点と直線の距離」が出るかも）
○指数・対数の計算力 ここを強化すると、最後まで解ける問題が目立つ。差がつくと
ころ。

○図形＋三角関数 2年連続で出題されている。相似よりも正弦・余弦定理が出るか。

２校の数学をまとめてみると！２校の数学をまとめてみると！２校の数学をまとめてみると！２校の数学をまとめてみると！

現在、３年生の授業ではセンター試験対策として模擬問題を扱っています。その中で質問
にくる生徒の答案を見ると、２次関数の問題なのにそのグラフを描いていないものがありま
す。「グラフを描かないでどうやって解答を考えられるのか。」疑問であり、心配になります。
両大学とも、数学に「うまい答案」は少ないです。数学を苦手とする生徒が多い中、おそら
くセンター試験対策で精一杯なのでしょう。そして白紙答案が多い。だから書けば部分点は
もらえます。合格したいという意思があるなら白紙答案は避けること。採点者は「正答に至
らなくても、グラフや図形から「この生徒はこのように考えたのだ。」と評価をすることがで
きる。」といいます。


